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「遺伝子組換え表示制度に関する検討会」について

　

今
月
は
、
４
月
よ
り
検
討
会
が
始
ま
っ
た
「
遺
伝

子
組
換
え
表
示
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

検
討
会
の
背
景
と
概
要

　

２
０
１
７
年
４
月
２
６
日
、
第
１
回
目
の
「
遺
伝

子
組
換
え
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
検
討
会
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
表
示

制
度
に
つ
い
て
表
示
義
務
品
目
の
検
証
結
果
と
海
外

の
表
示
制
度
等
を
参
考
に
、
事
業
者
の
実
行
可
能
性

を
確
保
し
つ
つ
、
消
費
者
が
求
め
る
情
報
提
供
を
可

能
と
す
る
制
度
設
計
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
状
の
表
示
制
度
の
整
理

　

こ
こ
で
、
簡
単
に
現
状
の
表
示
制
度
を
整
理
し
て

み
ま
す
。
ま
ず
表
示
義
務
の
対
象
と
な
る
品
目
は
、

食
品
表
示
基
準
別
表
第
十
六
の
「
８
作
物
（
大
豆
（
枝

豆
及
び
大
豆
も
や
し
を
含
む
）、
と
う
も
ろ
こ
し
、

ば
れ
い
し
ょ
、
な
た
ね
、
綿
実
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、

て
ん
菜
、
パ
パ
イ
ヤ
）」
と
、
別
表
第
十
七
の
「
８

作
物
を
原
材
料
と
し
た
３
３
食
品
群
」、
そ
し
て
別

表
第
十
八
の
「
高
オ
レ
イ
ン
酸
遺
伝
子
組
換
え
大
豆

及
び
こ
れ
を
原
材
料
と
し
て
使
用
し
た
食
品
等
」
で

す
。
別
表
は
、“

食
品
表
示
基
準”

を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　

義
務
表
示
と
任
意
表
示
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
構
造
と
な
り
ま
す
。
加
工
食
品
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
な
原
材
料
に
つ
い
て
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
な
原
材
料
と
は
、
原
材
料
の
重
量
に

占
め
る
割
合
の
高
い
原
材
料
の
上
位
３
位
ま
で
の
も

の
で
、か
つ
、原
材
料
の
重
量
に
占
め
る
割
合
が
５
％

以
上
の
も
の
を
い
い
ま
す
。
製
造
時
に
水
を
添
加
し

た
場
合
は
、
添
加
し
た
水
は
原
材
料
と
し
て
換
算
し

ま
せ
ん
。
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
が
主
な
原
材
料（
原

材
料
の
重
量
に
占
め
る
割
合
の
高
い
原
材
料
の
上
位

３
位
以
内
で
、
か
つ
、
全
重
量
の
５
％
以
上
を
占
め

   る
）
で
な
い
場
合
は
、
表
示
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

   　
「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」
の
表
示
は
、
分
別
生

産
流
通
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
一
定
（
大

豆
及
び
と
う
も
ろ
こ
し
に
つ
い
て
５
％
以
下
）の「
意

図
せ
ざ
る
混
入
」
が
あ
る
場
合
で
も
表
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
遺
伝
子
組
換
え
不
使
用
」
と
い
っ
た
強
調
表
示

を
す
る
場
合
は
、
全
て
の
原
材
料
に
つ
い
て
分
別
生
産

流
通
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、「
ば
れ
い
し
ょ
」
と
「
大
豆
油
」
が
使
用
さ

れ
て
い
る
食
品
に
つ
い
て
、「
大
豆
油
」
は
表
示
品

目
の
対
象
外
で
は
あ
り
ま
す
が
、
商
品
に
「
遺
伝
子

組
換
え
不
使
用
」
と
表
示
す
る
場
合
に
は
、
大
豆
油

の
原
料
の
大
豆
が
分
別
流
通
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、「
原
材
料
名
：
ば
れ
い
し
ょ
（
遺

課
題
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

議
論
さ
れ
た
内
容
の
う
ち
、
今
後
の
検
討
課
題
と

な
り
そ
う
な
箇
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
す
。

 

・
消
費
者
に
と
っ
て
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
と
い

     

う
も
の
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い

 

・「
遺
伝
子
組
換
え
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
い

     

う
任
意
の
不
使
用
表
示
の
み
が
流
通
し
て
い
る

 

・
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
情
報

     

や
理
解
が
十
分
で
な
い

 

・
意
図
せ
ざ
る
混
入
率
の
基
準
を
引
き
下
げ
る
こ

　

と
の
影
響
は
か
な
り
大
き
い

　

今
後
、
ま
ず
は
消
費
者
、
製
造
や
流
通
の
事
業
者

な
ど
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
り
ま
と
め
は
、
今
年
度
末
（
２
０
１
８
年
３
月
末
）

を
目
途
に
行
わ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
の
で
、
定

期
的
に
検
討
会
の
情
報
を
確
認
の
う
え
、
今
後
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
合
）

参
照
：
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討

会
（
消
費
者
庁
）

http://w
w
w
.caa.go.jp/policies/policy/food_labe

ling/other/genetically_m
odified_food.htm

l

伝
子
組
換
え
で
な
い
）、
大
豆
油
（
遺
伝
子
組
換
え
で

な
い
）」
と
表
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
対

象
農
作
物
以
外
に
お
い
て
「
遺
伝
子
組
換
え
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
等
と
表
示
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
は
「
安
全
性
審
査
」

で
承
認
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
国
内
に
流
通
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
輸
入
食
品
に
お
い

て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
原
材
料
が
安
全
性
審
査
で

承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
業
務
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

検
討
会
で
の
確
認
事
項

　

遺
伝
子
組
換
え
表
示
の
制
度
は
、
導
入
か
ら
約
１

５
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
、
遺
伝
子
組

換
え
食
品
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
等
に
関
す
る
分
析
技
術
が
向
上

し
て
い
る
可
能
性
や
、
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
の
作

付
面
積
の
増
加
に
よ
り
流
通
の
実
態
が
変
化
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
第
１
回
目
の
検
討
会
で

は
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
整
理
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
の
資
料
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
検
討
課
題

を
分
か
り
や
す
く
示
す
も
の
を
引
用
し
ま
す
。

“

大
豆
に
つ
い
て
、
国
際
価
格
高
騰
の
影
響
等
に

よ
り
１
９
９
８
年
と
比
べ
て
２
０
１
５
年
の
輸

入
量
が
減
少
し
て
い
る
が
、
大
豆
、
と
う
も
ろ

こ
し
共
に
、
１
９
９
８
年
、
２
０
１
５
年
の
い

ず
れ
の
時
点
で
も
、
我
が
国
の
最
大
の
輸
入
国

は
米
国
で
あ
る
。
米
国
に
お
け
る
遺
伝
子
組
換

え
農
産
物
の
作
付
面
積
割
合
は
、
大
豆
、
と
う

も
ろ
こ
し
共
に
、
１
７
年
間
で
２
５
％
程
度
か

ら
９
０
％
以
上
に
拡
大
し
て
い
る
。”

“

な
た
ね
に
つ
い
て
、
１
９
９
８
年
、
２
０
１
５

年
の
い
ず
れ
の
時
点
で
も
、
我
が
国
の
最
大
の

輸
入
国
は
カ
ナ
ダ
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
に
お
け
る

遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
の
作
付
面
積
割
合
は
、

１
７
年
間
で
４
０
％
弱
か
ら
９
０
％
以
上
に
拡

大
し
て
い
る
。”

“

日
本
で
は
、
最
終
製
品
に
お
い
て
組
み
換
え
ら

れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
等
が
検
出
で
き
な
い
品
目
に
つ
い

て
は
、
義
務
表
示
の
対
象
外
と
し
て
お
り
、
韓

国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
も
同
様
で
あ
る
。Ｅ
Ｕ

で
は
、Ｄ
Ｎ
Ａ
等
の
検
出
の
可
否
に
か
か
わ
ら

ず
、
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

意
図
せ
ざ
る
混
入
率
は
、
国
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
は
５
％
、Ｅ
Ｕ
で
は

０
．
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
米
国
に
つ

い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
。”

ＤＮＡ・タン
パク質が検出
できるもの

日本

韓国

EU

オース
トラリ
ア・
ニュー
ジーラ
ンド

ＤＮＡ・タン
パク質が検出
できないもの

意図せざる
混入率

表示義務の
原材料の範囲

原材料の重量に占める
割合が高い原材料の上
位３位までのもので、
かつ、原材料及び添加
物の重量に占める割合
が５％以上であるもの

全ての原材料

規定なし

対象外

対象外

対象外

〇〇

〇

〇

〇 5%

3%

1%

0.9% 規定なし

引用：「資料 2　遺伝子組換え食品の表示制度をめぐる情勢」より

「
従
来
の
も
の
と
組
成
、栄
養
価
等
が
同
等
か
」

・
同
等
で
あ
る

　
「
遺
伝
子
組
換
え
の
も
の
を
分
別
し
、
原
材
料
と

　
す
る
も
の
」…

義
務
表
示

　
　
　

例
：
大
豆
（
遺
伝
子
組
換
え
）
等

　
「
遺
伝
子
組
換
え
不
分
別
」…

義
務
表
示

　
　
　

例
：
大
豆
（
遺
伝
子
組
換
え
不
分
別
）
等

　
「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
も
の
を
分
別
し
、
原
材

　
料
と
す
る
も
の
」…

任
意
表
示

　
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
・
た
ん
ぱ
く
質
が
検
出
不
可
」…

任
意

　
表
示

・
同
等
で
は
な
い
（
高
オ
レ
イ
ン
酸
遺
伝
子
組
換

え
大
豆
及
び
こ
れ
を
原
材
料
と
し
て
使
用
し
た
食

品
等
）…

義
務
表
示

　
　

例
：
大
豆
（
高
オ
レ
イ
ン
酸
遺
伝
子
組
換
え
）
等
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今月の「お気に入り」言葉

講演のお知らせ　7月（大阪）

食品表示ミスを防ぐための大切なポイント

◆日時：2017 年 7月 14 日（水）14：00 ～ 16：00

◆会場：大阪産業創造館（大阪市中央区本町 1-4-5）

◆主催：大阪産業創造館イベント・セミナー事務局様

◆講演者：川合裕之（株式会社ラベルバンク）

月刊『食品と開発』連載のお知らせ ⑤

表示ミスを防ぐための食品表示実務の大切なポイント
～アレルゲンの表示～

１．食べても大丈夫か
２．制度と背景を知る
３．新基準移行業務の注意点
４．表示方法の問題と整合性の問題
５．微量な含有と表示基準
６．その他の注意点

ご関心のある方はぜひ書店でお買い求めください。

◆内容：
・表示ミスによって起きる「6つの事例」
・表示ミスを生む「２つの理由」
・食品表示の基本ポイント～新基準を踏まえ～
・食品表示を取り巻く最新状況

　   月刊『食品と開発』のご紹介はこちら
http://www.kenko-media.com/food_devlp/

（ことわざ）
山の芋 鰻になる

　月刊『食品と開発』6月号（UBMジャパン株式会社）
にて弊社が担当している連載のご紹介です。
第 5 回目の テーマは、「アレルゲンの表示」です。

食品表示を作成、チェックされる担当者にとって、
もっとも確認業務に神経を使っている項目のひとつが、
アレルギーに関する表示項目ではないでしょうか。
食品表示基準では、その表示事項名を「アレルゲン」
と定めています。
今回は、この「アレルゲンの表示」の確認業務につい
てまとめています。

義務（7品目）
「特定原材料」 えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生

推奨（20品目）
「特定原材料に
準ずるもの」

あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッ
ツ、キウイフルーツ、牛肉、くるみ、ごま、さけ、
さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、
やまいも、りんご、ゼラチン

症例数が多いもの 卵（39.0%）、乳（21.8%）、
小麦（11.7%）

重篤度が高いもの 落花生（5.1%）、そば（2.2%）

成人期での新規発症や
誤食が多いもの えび（2.7%）、かに（0.6%）

表１　食品表示基準で定められたアレルゲン表示に関わる原材料

表２　　「アレルギーの原因食物」うち義務7品目を抜粋
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23～24年度 消費者庁調査）
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